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４）看護技術を支える要素 （図 2） 

看護技術の到達目標に沿って研修内容を組み立てる時には、単に手順に従って実施

するのではなく、以下の「看護技術を支える要素」を全て確認した上で実施する必要

がある。 

 

（１）医療安全の碓保 

① 安全確保対策の適用の判断と実施 

②事故防止に向けた、チーム医療に必要なコミュニケーション 

③適切な感染管理に基づいた感染防止 

 

（２）患者及び家族ヘの説明と助言 

① 看護ケアに関する患者ヘの十分な説明と患者の意思決定を支援するための働きか

け 

② 家族ヘの説明や助言 

 

（３）的確な看護判断と適切な看護技術の提供 

① 科学的根拠（知識）と観察に基づいた看護技術の必要性の判断 

② 看護技術の正確な方法の熟知と実施によるリスクの予測 

③ 患者の特性や状況に応じた看護技術の選択と応用 

④ 患者にとって安楽な方法での看護技術の実施 

⑤ 看護計画の立案と実施した看護ケアの正確な記録と評価 

 

 

２ 研修方法   

１） 方法の適切な組合せ 

新人看護職員研修に活用可能な教育方法には表 5に示すようなものがある。現場で

の教育、集合研修、自己学習を適切な形で組み合わせる。講義形式のものに関しては、

通信教育や e-ラーニング研修などの IT を活用した方法もある。また、Off-JT→OJT 

OJT→Off-JT のスパイラル学習は効果があると言われていることから、Off-JT と OJT

は研修目標に合わせて組み合わせることが適当である。 

例えば、医療安全の研修では、e-ラーニングで自己学習をした後に、シミュレーシ

ョン研修に参加し訓練した後に、実際に臨床の場において実地指導者と共に手順に沿

って実施してみる。そして、実施後にチェックリストを用いて、行為を振り返るなど

の順番で研修を組み合わせながら進める方法が考えられる。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


